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感染症対策-1

1.演者の対策

演者は感染症対策のため、以下を徹底し、順守できない場合は中止する。

a.毎日検温し体調管理を行う

b.発熱、咳、そのほか疑わしい症状がある場合にはその旨を報告してイベントを中止する

c.当日の移動は自車両で行い、基本的に単独行動をとる

2.パフォーマンス実施環境の対策

三密を避けてパフォーマンスを実施するため、下記の条件を順守する。

a.パフォーマンスは屋外、または換気機能を十分備えた会場で実施する

b.演技スペースを十分確保し、演者と観客は4ｍ以上の距離を保つ、保てない場合はマスクやフェイスガードを使用する

c.観客同士も過密にならないよう距離を保てる環境にする

d.搬入、設営、撤収は演者自身ですべて行う



感染症対策-2
3. そのほかの対策

a.演者とイベントスタッフ及び観客は公演以外の時間も接触を控える

b.打ち合わせは電話またはメールで行い、当日の接触を必要最小限に抑える

c.演者の扱う道具は他者が触れないようにする、こまめに消毒する

d.国や地方自治体が定める対策のガイドラインに沿って対策を講じる（下図は広島県ガイドライン）

※開催目安の人数が屋内外ともに1000人以下に改変(6/19～7/9)



ソーシャルディスタンスを保った観覧

対策方法

1.全席座席を用意する

あらかじめ距離を保って座席または枠組を設置し、観客は一人ずつ座席や枠組内で観覧する

2.観覧エリアを用意する

ファミリー層の多い会場では、上記1.の対策よりも１家族（１グループ）ごとの観覧が適切であると考え、

グループ観覧での対策を講じる（次頁にモデル図と掲示案内）

観覧エリアをそれぞれ距離を保って設置し家族（グループ）ごとに観覧エリアに入り観覧する



観覧モデル





大道芸人れもんが用意できるもの
以下、当方（大道芸人れもん）が用意している対策グッズを記載しております。参考になれば幸いです。

1.消毒殺菌グッズ

除菌スプレー、ペーパータオル、除菌シート、タオル、雑巾

2.飛沫予防グッズ

使い捨てマスク、布マスク、フェイスガード

3.観覧エリアのための備品

ロープ（円周約8ｍ×10本）、掲示案内物（12枚）、養生テープ、ソーシャルディスタンスを保つための測量器具



大道芸人れもんが用意できるもの
以下、当方（大道芸人れもん）が用意している音響機材等を記載しております。

最低限必要なものは用意が可能です。

1.アンプ

YAMAHA ステージパス400i、YAMAHAステージパス300、BEHRINGER B205D

2.ワイヤレスマイク

SHURE ( シュアー ) / SVX14/PGA31 ワイヤレスマイクセット

3.大容量バッテリー

Anker PowerHouse (434Wh / 120,600mAh ポータブル電源)

SUGOI BATTERY

4.照明機器

投光器

LEDロープ



最後に

対策はイベントの主催、演者やスタッフ、観客のそれぞれが意識をもって取り組むべき事柄であると考えます。

この対策案は一つの案として捉え、十分な協議を尽くし、万全の対策でイベントを実施いたしましょう。

よろしくお願いいたします。


	新型コロナウイルス対策
	目次
	感染症対策-1
	感染症対策-2
	ソーシャルディスタンスを保った観覧
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	大道芸人れもんが用意できるもの
	大道芸人れもんが用意できるもの
	スライド番号 10

